Profiling and the Threat to Workers in the Era of Big Data by 竹地 潔



















































































































































































































































































































データ保護規則（General Data Protection Regulation－ GDPR：2016 年 5























































盟国への勧告（CM/Rec(2010)13）」（Recommendation CM/Rec(2010)13 of the 
Committee of Ministers to member states on the protection of individuals 





























1） The recording and analysis of a person’s psychological and behavioural characteristics, 
























6） Alexandra Bosanac, How“people analytics”is transforming human resources - Technology 
lets companies track and analyze employee behaviour like never before, but beware the 















10） The protection of individuals with regard to automatic processing of personal data in 
the context of proﬁling - Recommendation CM/Rec (2010)13 adopted by the Committee of 
Ministers of the Council of Europe on 23 November 2010 and explanatory memorandum, 
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27） Federal Trade Commission, supra note 20, at 15. 
28）Title Ⅶ of Civil Rights Act of 1964, 42 U.S.C. §2000e et seq.; Americans with 
Disabilities Act of 1990,  42 U.S.C.§12101 et seq.; Age Discrimination in Employment 
Act of 1967, 29 U.S.C. §621 et seq.; Genetic Information Nondiscrimination Act of 2008, 
29 U.S.C. § 791 et seq.
29） Robert Sprague, Welcome to the Machine: Privacy and Workplace Implications of 
Predictive Analytics, 21 Rich. J.L. & Tech. 12 (2015), http://jolt.richmond.edu/v21i4/
article12.pdf.; Allan G. King & Marko Mrkonich, “Big Data” and the Risk of Employment 
Discrimination, 68 Okla. L. Rev. 555 (2016), http://digitalcommons.law.ou.edu/olr/vol68/
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30） 本規則の「プロファイリング」とは，自然人に関する一定の個人的側面を評価するための
個人データの利用，特に，自然人の仕事上の業績，経済状況，健康，個人的嗜好，興味，信
頼，言動，所在または活動に関する諸側面を分析または予測するための個人データの利用か
ら成る，個人データのあらゆる形態の自動処理，とされている（4条4項）。
31） 22条1項。
32） 22条2項。
33） 35条1項，3項，7項。
34） 22条3項。
35） 原則として，人種，民族，政治的見解，宗教的もしくは哲学的信条または労働組合員に関
するデータ，遺伝データ，生体データ，健康に関するデータ，性生活もしくは性的志向に関
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するデータといった，特別なカテゴリーの個人データの取扱いが禁止されている（9条1項）。
36） 22条4項。
37） 13条2項，14条2項。
38） 15条1項。
39） 16条。
40） 17条1項，18条1項。
41） 「プロファイリングにおける個人データの自動処理に関する個人の保護のための，閣僚委
員会の加盟国への勧告（CM/Rec(2010)13）」の概要についてみる。同勧告は，1.定義，2.一
般原則，3.プロファイリングにおける個人データの収集・処理の要件，4.情報提供，5.権利，
6.例外と制限，7.救済，8.データ･セキュリティ，9.監督機関から構成される。その一部を
紹介する。
　　まず，一般原則として，個人データの収集・処理に関する，基本的権利や自由の尊重，特
にプライバシーへの権利および差別禁止の原則の保障を唱える。
　　次に，プロファイリングにおける個人データの収集・処理の要件として，その実施は，法
律の定めのある場合のほか，法律で許可され，なおかつ，説明を受けたうえでの自由意思
に基づく明確な同意がある場合，契約の履行または契約締結前の措置にとって必要な場合，
公共の利益のための任務の実行にとって必要な場合など，正当な目的ないし利益が存する
場合のみに限られる（3.4.）。プロファイリングにおける個人データの収集・処理は，公正，
合法かつ適切に行われなければならず（3.1.），当該目的との関係で十分でかつ関連性を有
さなければならず，必要以上であってはならない（3.2.）。使用される個人データは，当該
目的にとって必要な期間に限り，本人識別できる形式で保存されなければならない（3.3.）。
プロファイリングにおいて，センシティブデータの収集・処理は禁止されているが，合法的
かつ特定の処理目的にとって当該データが必要であり，なおかつ，法律が適切な保護措置を
定めている場合は，この限りではない（3.11.）。また，プロファイリングにおいて，本人に
知らせることなく，特定の端末やネットワークの利用を観察またはモニターするためのソフ
トウェアを使用することは，法律の定めがあり，なおかつ，適切な保護措置が講じられる場
合でなければ，許されない（3.8.）。さらに，データの不正確な要素を修正したり，プロファ
イリングに付きものの誤りのリスクを制限するために，適切な措置が講じられる（3.9.）と
ともに，定期的に合理的な期間内に，データの質および用いる統計的推論の質に関する再評
価が行われなければならない（3.10.）。
　　本人への情報提供については，個人データの収集に際して，プロファイリングによるその
利用，実施目的，データの種類，適切な保護措置，および，プロファイリングに頼ることの
公正さを保証するのに必要なすべての情報（たとえば，拒否または同意の撤回の可能性，撤
回した場合の成り行き。アクセス権，訂正権，または，異議申立権。収集時で用いられる質
問への回答が強制か任意か，回答しない場合の成り行き。プロファイルが本人から導出され
たものであることによる想定される影響）を提供しなければならない（4.1.）。
　　プロファイルされる個人は，個人データ，個人データの処理を基礎づけるロジック（少な
くとも自動化された決定の場合について，あるプロファイルが自らのものだとするのに使わ
れるロジック），プロファイリングの実施理由，および，個人データが伝達されうる人また
は団体の種類について，自らの請求に基づき合理的な期間内にわかりやすい方法で情報を得
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る権利を有する（5.1.）。同勧告で示された諸原則に違反して，プロファイリングがなされ
たときは，個人は，個人データの訂正，削除，ブロッキングを行える権利，および，異議申
立を行う権利も有する（5.2.，5.3.）。さらに，個人は，原則として，プロファイリングのみ
に基づきなされた，法的効力または重大な影響を有する決定に服する場合，当該決定に異議
申立を行うことができる（5.5.）。
42） したがって，企業によるプロファイリングの実施に際しては，個人情報の保護を本人任せ
にするのではなく，第三者機関によるアルゴリズムの公平・公正性等の監査を義務づけるな
ど，より積極的な法的対応も検討される必要があろう。
提出年月日：2017年4月20日
19
